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	(1) 合理的根拠（証明）なき主張は無効
	意見は証明されないと真実にならない。証明とはある事柄の真偽を、確かな根拠をよりどころにして、説明することである。根拠とは、具体例，事実，統計，専門家の意見など客観的な裏付けのことである。
	(2) 反論されたら反駁をしないと、こんどは反論が正論として受け取られる。
	(3) ディベートでは、相手が指摘しない点は問題がないとみなされる。
	(4) 建設的に議論を心がける
	相手側の議論を否定するだけではなく積極的な証明・反証が必要
	(5) 人格と議論を分ける
	誰が言ったではなく，何を言ったかを問題にし，感情的にならず議論を深め合う
	１.３  ディベートの基本形式
	(1) ルール
	(2) ディベートの形式
	ストック・イッシューの場合について述べる。
	２.１　肯定側立論
	政策論題の立論は次のものから成り立っている。
	(1) 用語の定義
	ア　定義すべき用語
	議論を左右するような用語を定義する。その討論内容に深いかかわりを持つも　　　　のに限る。必ずしも，論題の中に含まれた用語には限らない。討論の中で頻繁に
	使われ，なおかつその用語が内容を左右するものであれば予め定義をする必要が
	ある。
	イ　定義の仕方
	(2) プラン
	問題があり，深刻であり，原因が分かったのだから，解決策（プラン）を提出する。その際，実行可能で，しかも問題解決性のあるものでなければならない。
	(3) メリット（利益）
	プラン実行後には，利益が生ずる必要がある。そのことを通して，自分たちの哲学つまり目的や目標を達成することができる必要がある。
	(4) 重要性
	このことは重要であるということを述べる。
	２.2　肯定側の立論の特徴
	肯定側が現状に問題があることを立証するまでは，否定側は現状に問題がないと仮
	定できる。従って，肯定側が何もしなければ，否定側が正しいつまり否定側の勝ちと
	なる。肯定側は「反論されるまでは，正しいと推定される議論」を立てなければなら
	ない。このことを肯定側の立証責任という。
	現状を改革し，決議し，採択を肯定する義務が肯定側にある。
	第３章 議論の仕方
	３.１  議論の原則
	(1) 主張するものは証明する必要がある。（証明とは証拠＋推論＋結論）
	(2) 証拠もなく断定したことは証拠もなく否定できる。
	３.２  反対尋問について
	(1) 反対尋問の目的
	ア　一問一答形式で行う。
	イ　相手が短く答えられるような質問をする。
	＜相手が長々と答えてしまうような質問をすると，必要な情報を引き出すことが
	できない。＞
	ウ　質問者はその時間の全てをコントロールできる。
	(3) 応答の仕方
	ア　質問回避や答えの引き延ばしはしないこと。
	＜後で困るようなことがあっても正直に答えること。フェアプレイの精神で。
	引き延ばしや無理にこじつけていると減点される＞
	３.３  反駁について
	(1) 反駁のルール
	(ｱ) それは専門家の意見か
	(ｳ) 用いられるデータは正確か。
	(ｴ) 対抗証拠を提出する。
	(ｵ) 「データは結論を導き出す判断材料にならない」とする。
	(4) 反駁のステップ

